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成果の概要 

京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 

博士後期課程３回生 本村芳樹 

 

【学会の概要】 

学会名：第 24回ヨーロッパスポーツ科学学会 

    The 24th Congress of the European College of Sport Science 

開催地：チェコ共和国・プラハ・プラハ会議センター 

開催期間：2019年 7月 3日～2019年 7月 6日（４日間） 

 

 本学会は、スポーツ科学およびスポーツ医学の学際的研究の推進を目的として 1995年に

設立された国際学会である。今回の第 24回ヨーロッパスポーツ科学学会では、筋骨格構造

と運動時のバイオメカニクスとの関係から、癌や脳血管疾患、心疾患、糖尿病などの疾病と

運動との関係といった幅広い項目について、世界中のスポーツ科学や運動科学に関する最

新研究が発表された。特に白熱したセッションは，筋収縮に必要な運動神経での運動単位の

活動に関する神経生理学的な研究や，筋が伸張されながら収縮する必要のある遠心性（収縮）

トレーニングの効果に関する組織細胞学的な研究についてのセッションであった．一方で，

最新のウェアラブル装置などの技術を用いたオリンピック選手の運動学的データの解析と

いった興味深い研究発表もあった． 

 

【研究発表の概要】 

発表形式：ポスター（発表３分，質疑応答２分） 

発表日時：学会４日目 13:45~14:45 

発表題目：Effects of sitting posture changes on abdominal muscle activity 

     （座位での姿勢変化が腹部筋の活動に与える影響） 

発表内容： 

 Hollowing 運動は随意的に腹横筋を収縮させて腹部を凹ませる運動であり，体幹を安定

させて腰痛を減少させるためのトレーニングとして臨床現場ではよく用いられている．

MRI画像を用いてHollowing運動時の腹腔面積を検証した先行研究において，腹横筋の選

択的な収縮が腹腔面積の減少に重要であることが報告されている．しかしながら，腰痛者と

健常者では腹横筋の大きさには違いを認めないものの Hollowing 運動時の腹腔面積は腰痛

者よりも健常者で有意に減少していたことが報告されている．すなわち，腹横筋の萎縮がな

い腰痛者でも，随意的な腹横筋の収縮が難しいために Hollowing 運動が上手く行えない可

能性がある．そのため，本研究では，腹横筋の随意的な収縮が必要ない座位での体幹傾斜や

大腿挙上が腹部筋の活動や腹横筋の選択性に与える影響を検証することを目的とした． 



 若年男性 14名を対象に，課題時の右側腹部筋の弾性率を計測した．課題は，最大努力で

の Hollowing運動，座位での 15°および最大での体幹後傾，20°および最大での右方（同

側）or 左方（対側）への体幹側方傾斜，右（同側）or 左（対側）の大腿挙上とした．筋弾

性率は筋活動の指標として，超音波診断装置エラストグラフィー機能を用いて計測した．ま

た腹横筋の選択性の指標として，腹横筋弾性率を腹部 4 筋の弾性率の和で除した腹横筋寄

与率を算出した．各筋弾性率および腹横筋寄与率の課題間の比較のために，Shaffer法によ

る多重比較を行った． 

 結果，腹横筋の弾性率は 20°および最大での対側傾斜，対側の大腿挙上を除く 5 課題に

比べて最大でのHollowing運動で有意に高かった．腹横筋寄与率は 20°での同側傾斜，同

側および対側の大腿挙上を除く 5課題に比べて最大でのHollowing運動で有意に高かった． 

 これらのことから，腹横筋を随意的に収縮させられない腰痛者には，腹横筋の活動を促す

ために対側傾斜または対側の大腿挙上が有効であり，特に腹横筋の選択性を得るためには

対側の大腿挙上が有効である可能性が明らかとなった． 

 

【発表を終えて】 

 発表後には，課題の実施方法やその臨床的応用性，また最新技術である超音波診断装置エ

ラストグラフィー機能の計測時の注意点に関する質問を頂いた．質問をとおして，今回発表

した研究の，特に方法に関する示唆や，新たに検証が必要なことが分かった．また，発表前

からヨーロッパだけでなくアジアの国々からも多くの方にポスターを見ていただき，その

反響の大きさが分かった．英語での質疑に関しては，私自身の力不足を大きく感じたが，国

際学会ならではの交流の重要性を知ることができた． 

 

【謝辞】 

 今回のヨーロッパスポーツ科学学会では，自身の研究成果を発表するだけでなく，スポー

ツ科学に関する世界中の最新の研究成果を聞くことが出来ました．英語でのディスカッシ

ョンをはじめとして，どれもが大変有意義で，とても勉強になりました．今回得た経験や知

見は，今後の研究活動に役立てたいと思います．この度は，このような貴重な経験をさせて

頂きました京都大学教育研究振興財団に心より御礼申し上げます． 

 


